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26．99mTc一スズコロイド，99mTc・一フチン酸によ

　　る肝シンチゲラフィ

・油野　民雄　　上野　恭一

渡辺日出海　　久田　欣一一

　　　（金沢大・核医学）

〔目的〕近年，99mTc一スズコロイド，99mTc一フチ

ン酸が肝シソチグラフィ用として相次いで報告さ

れたが，今回両医薬品と従来より使用せる198Au一

コロイド，99mTc一サルファコロイドヒの対比を主

に臨床的見地より試みた．

〔方法と結果〕99mTc一スズコロイド，99mTc一フチ

ン酸の標識効率はそれぞれ99％，90％以上で良好

であった．また99mTc一サルファコロイド，99mTc一

スズコロイド，99mTc－一フチン酸の肝集積係数，脾

摂取度を検討したが，集積係数では99mTc一サルフ

ァコロイド≒99mTc一スズコロイド＞99mTc一ウチン

酸，脾摂取度では99mTc一サルファコロイド＞

99mTc一スズコロイド＞99mTc一フチン酸との結果が得

られた．99mTc－一’標識化合物を禰漫性肝疾患の判

定に使用せる場合，脾描画度が問題となるが，

198Au一コロイドとの対比の結果，前面像では，ス

ズコロイドの場合肝RI濃度≦脾RI濃度が，フチ

ン酸の場合脾描画像が，それぞれ異常脾影所見と

考えられた．またシンチカメラにて，肝脾のAOI

のカウソト比を前面と後面にて求めた結果，スズ

コロイド，フチン酸共に有意の相関を示す結果が

得られ，脾大きさを正確に反映しない欠点はある

が，前面像でも十分脾描画度を評価しうる結論に

達した．

　〔結論〕99「nTc一スズコロイド，99mTc一フチン酸は，

被曝の軽減，良質の画像の点で198Au一コロイド

に，調整の迅速性の点で99mTc一サルファコロイド

に優り，今後のル・・一・・チンの使用が期待される．

27．99mTc－Sn－Colloidと9gmTc－Sn－Phyateによ

　　る肝スキャンの比較検討

。立野　育郎　道岸　隆敏　加藤　外栄

　　　　　　　（国立金沢病院・放）

　　　　　　　　分校久志

　　　　　　　　（金沢大・核）

　最近，第一RI社より非電解法のキットにして

開発された肝スキャン用の99皿Tcスズコロイド

（9gmTc－C）と9gTcフチン酸（99「nTc－P．）につい

て，両者の基礎的および臨床的比較検討を行っ

た．

　標識率は両者とも約99％であり，コPイド粒子

はほぼ均一とみられた．

　ヘバトグラムの肝ピーク到達時間は99mTc－Sn－

C．で約8分，99mTc一把で約11分，肝半減期は

99mTc－Sn－Cで約5時間，9mTc－Pで約6時間で

ある．

　同一一20症例に対して両薬剤のそれぞれ2mCi

を静注して得られた肝シンチグラムを比較検討す

ると，パックグラウンドは読影のさまたげとなる

ものはなく両者ほぼ同様であり，肝の形・大きさ

・ RI分布の相違もみられない．脾影の出現程度

を4段階に分類すると，99m－Sn－C．では（什）3，

（十）13，（±）3，（一）0，99mTc－P．では（杵）1，

（十）4，（±）12，（一）2で明らかに99mTc－Sn－C

　　　■の方が脾影の描画が著明である．骨髄影の出現は

両者とも3例であった．脾・肝（右葉）集積比は

各疾患群とも共通して99mTc－Sn－Cがより大でま

た比の重なり合いが多いが，肝硬変症のみが特に

高値を示して他とよく分離した．

　99mTc標識操作は，99mTc－P．がより簡便で安定

性もすぐれていると思われ，肝パターソでは左葉

のelongationや腫大と脾との分離が明確なのは

99mTc－P．であるが，その他は両者とも大差なく，

脾の描画および肝硬変症の特異的な脾肝集積比で

は99mTc－Sn－Cの方がすく・れている．

　副作用は全例において認めていない．
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